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　やました・まさと　「短歌人」同人、現代
歌人協会員。1955 年生まれ。79 年中央大
学文学部卒。85年「現代短歌における“私”
の変容」で第３回現代短歌評論賞受賞。歌集
『水上の雅歌』、評論集『世紀末短歌読本』など。
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